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介
護
保
険
制
度
は
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
進
む
高
齢
社
会
の
中
で
、
こ
の

制
度
を
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た

め
に
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
介
護
予

防
や
軽
度
の
要
介
護
者
の
状
態
の
悪

化
防
止
を
重
視
し
た
制
度
へ
と
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
導
入
か
ら

５
年
を
経
過
し
て
行
わ
れ
た
今
回
の

制
度
改
正
は
、
総
合
的
な
介
護
予
防

シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
目
指
す
た
め

に
、

①
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
た
予
防
重

視
型
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
確

立
②
地
域
支
援
事
業

の
創
設

③
新
予
防
給
付
の

創
設

の
３
点
に
重
点
が

置
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
３

つ
は
市
が
責
任
を

持
っ
て
実
施
し
て

い
く
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
予
防
給
付
の
創
設
と
あ
わ
せ
て
、

軽
度
の
認
定
者
の
認
定
方
法
も
見
直

さ
れ
ま
し
た
。
新
予
防
給
付
の
対
象

と
な
る
の
は
、
下
図
の
よ
う
に
こ
れ

ま
で
の
要
支
援
者
に
加
え
要
介
護
１

の
う
ち
改
善
の
可
能
性
が
高
い
人
で

あ
り
、
以
前
の
要
支
援
は
要
支
援
１

に
、
要
介
護
１
は
要
支
援
２
と
要
介

護
１
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

新
し
い
介
護
予
防
で
は
、
家
事
を

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
任
せ
に
す
る
の
で
は

な
く
、
利
用
者
も
一
緒
に
洗
濯
物
を

干
し
た
り
、
料
理
を
つ
く
っ
て
後
片

づ
け
を
し
た
り
、
で
き
る
こ
と
を
増

や
し
て
い
く
積
極
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
再
評

価
、
見
直
し
、
軽
度
者
の
特
性
に
あ

っ
た
よ
り
自
立
を
高
め
る
サ
ー
ビ
ス

へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
お
ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
が
自
立
し
て
い
き
い
き

と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
予
防
に
重
点
を
お
い
て
高
齢

者
の
状
態
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
と

し
て
「
地
域
支
援
事
業
」「
新
予
防
給

付
」
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
包
括
的
・
継

続
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
を
強
化

し
て
い
く
た
め
、
平
成
18
年
度
に
地

域
全
体
に
目
配
り
で
き
る
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
市
役
所
東
別

館
一
階
に
設
置
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
統
括
部
門
に
は
保
健

師
・
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
置
き
、
生
活
圏
域
に
は
担

当
保
健
師
等
を
配
置
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と
に
身
近
な

相
談
窓
口
「
介
護
あ
ん
し
ん
窓
口
」

（
６
ヵ
所
）
を
配
置
し
、
相
談
内
容
や

事
業
に
応
じ
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
必
要

な
専
門
の
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
①
総
合
相
談
・

支
援
事
業
（
高
齢
者
に
関
す
る
各
種

の
相
談
業
務
等
）、
②
包
括
的
・
継
続

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
（
地
域
の
多

様
な
社
会
資
源
を
活
用
し
た
支
援
体

制
の
構
築
）、
③
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業
（
要
支
援
者
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
（
介
護
支
援
計
画
）
の
作
成

等
）
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
、
元
気
な
高
齢
者
に
対
す
る
介
護

予
防
一
般
高
齢
者
施
策
お
よ
び
要
支

援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の

高
い
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
予
防
特

定
高
齢
者
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

市
で
は
、
４
月
か
ら
市
役
所
東
別

館
一
階
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
す
る
の
に
伴
い
、
そ
の

業
務
や
運
営
に
対
し
、
ご
意
見
を
い

た
だ
く
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

・
介
護
予
防
、
地
域
で
の
取
り
組

み
等
へ
の
意
見
を
お
持
ち
で
、

平
成
20
年
３
月
末
ま
で
活
動
が

で
き
る
市
内
在
住
の
方

・
原
則
、
平
日
の
午
後
の
会
議
に

出
席
で
き
る
方
（
年
３
〜
４
日
）

○
募
集
対
象

・
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

・
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
〜
64
歳
）

・
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
そ
の
家
族

○
応
募
方
法

「
は
が
き
・
封
書
・
Ｅ
メ
ー
ル
」

な
ど
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
介
護
予
防
の
取
組
み
や
地

域
で
で
き
る
こ
と
な
ど
あ
な
た
の
ご

意
見
を
添
え
て
応
募
く
だ
さ
い
。

○
締
切
り

４
月
14
日
（
金
）

○
あ
て
先

市
高
齢
者
介
護
福
祉
課

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
募
集
」
係

〒
５
２
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０
０
３
１
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八
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３
２
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３
７

メ
ー
ルkourei_kaigo@city.nagahama.shiga.jp

介
護
予
防
と
悪
化
防
止
を
重
視

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

認
定
方
法
の
見
直
し

要支援者 

予防給付 

要支援1 要支援2

要介護者 

要介護2

要介護1

現行区分：要支援　　要介護1　 要介護2　 要介護3　要介護4　 要介護5

要介護3 要介護4 要介護5

介護給付 

地域包括支援センター（地域包括ケアシステム）のイメージ 
 

社会福祉士 

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ的ケアマネジャー 
（主任ケアマネジャー（仮称）） 

保健師 

主治医 

主治医 ケアマネジャー 

連携 
 

支援 
マネジメント 

ケアチーム 

被保険者 

長
期
継
続
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

新
予
防
給
付
・
介
護
予
防
事
業 

各種相談・支援、必要なサービスにつなぐ 

包括的・継続的マネジメントの支援 

介護予防マネジメント 

 
・人員の派遣 
・センターの運営支援 
 

市町村ごとに設置 

多面的（制度横断的）支援の展開 

虐待防止 介護サービス 

行政機関、保健所、医療機関、 
児童相談所など必要なサービスにつなぐ 

ボランティア 

介護相談員 地域権利擁護 民生委員 
医療サービス ヘルスサービス 成年後見制度 

多職種協働・連携の実現 

・日常的個別指導・相談 
・支援困難事例等への指導・助言 
・地域でのケアマネジャーのネットワークの構築 

居宅サービス事業所 
居宅介護支援事業所 

医師会・歯科医師会・ 
薬剤師会等 

被保険者代表 

ボランティア・ 
老人クラブ等 

民生児童委員等 
サービス利用者・ 

介護者 

地域包括支援センター 
運営協議会 市町村ごとに設置 

・中立性の確保 

・アセスメントの実施 
　　↓ 
・プランの策定 
　　↓ 
・事業者によるプログラムの実施 
　　↓ 
・再アセスメントの実施 

予防重視型システムへの転換（全体概要） 
高　　齢　　者 

介護予防の 
スクリーニング 

要支援・要介護者 

非該当者 

＜要介護認定＞ 
○要介護状態区分の審査 
　　　　　　　+ 
○状態の維持又は改善可能性の審査 

地域支援事業 新予防給付 介護給付 

要支援・要介護に 
なるおそれのある者 

要支援者 要介護者 

（新）要支援者 要　介　護　者 
現行の要支援者+要介護の一部 

介　護　給　付 
例）訪問介護 
　  通所介護 
　  訪問看護 
　  特養等施設　など 

地域支援事業 
（介護予防サービス） 
例）転倒骨折予防教室 
　 栄養指導　等 

要支援・要介護状態 
になることの防止 

重度化防止 

要支援・要介護 
になるおそれの 
ある者 

新予防給付 
○既存サービス 
　→内容・提供方法を見直し 
○新たなサービスの導入 
　→効果の検証を踏まえ導入 

地域包括支援センター 
（介護予防マネジメント） 

居宅介護支援事業所 
（ケアマネジメント事業者） 

居宅介護支援事業所 
（ケアマネジメント事業者） 

地域包括支援センター 
（介護予防マネジメント） 

介護認定区分の新旧対照図
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	名称未設定

